
ゆきかう那賀川推進会議の
令和５年度以降の取組（案）

資料−③

3‐1



ゆきかう那賀川推進会議の令和５年度以降の取組（案）

①那賀川探検のバスツアーを年２回開催（予定）
○上下流交流の推進を図るためバスツアーを年２回開催

そのうち１回は森林体験等を取り⼊れた取組を⾏う
（国⼟交通省、徳島県、那賀町、那賀川こまち、アフターフォーラム）

森林林業教室
相⽣中学校
（H30.12.17）

・那賀川探検バスツアーを年２回開催する
１回は８⽉６⽇「那賀川の⽇」の那賀川探検バスツアー
（上流⼩学⽣→下流）
２回は１１⽉に那賀川森林体験バスツアー
（下流⼩学⽣→上流）

・森林体験バスツアーの内容として、間伐体験、
⽊育学習会等を取り⼊れる

・今回、間伐した⽊から源流に⾏く道に設置する樹名
板を作成する

・⽂字は、源流周辺を⿅害から⽊を守る柵を設置
したりしている､地元の⼩･中学校に書いてもらう

◆令和５年度

⽊頭中学校との樹名板
設置（H25.10.1）

・樹名板は源流碑開きの時に参加している⼩学⽣
に設置してもらう

・バスツアー年２回開催（８⽉６⽇と１１⽉）

◆令和６年度
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令和５年度 第１回 なかがわ探検バスツアー（案）
【開催概要】
◆開催⽇時：令和5年8⽉6⽇（⽇） 8時〜17時の予定
◆募集対象：那賀町の⼩学⽣ １年〜6年

⽊頭学園、相⽣⼩学校、鷲敷⼩学校
（１〜３年 保護者同伴）（4〜6年 保護者同伴もしくは個⼈）

◆募集⼈数：40名（⼤型バス1台）
◆参加費⽤：1000円
◆募集期間：令和5年7⽉14⽇（⾦）〜7⽉28⽇（⾦）予定

【開催内容】
◆那賀川上流域の⼩学⽣に那賀川下流域の歴史等を学んでもらうことを⽬的に下流

域を探訪を⾏う。
◆探検候補
①午前中：加茂⾕地区を案内

昨年度加茂堤防が完成し、加茂⾕へんろ道の会が「⼿作りふるさと賞」を受賞し、ま
た加茂⾕元気なまちづくりの会が「加茂⾕散策マップ」を発刊し、地域のＰＲを⾏った
りしていることから、当該地域の散策を⾏う。

１）加茂みち（⼀宿寺から加茂町全景がみえるところまで往復予定）
２）加茂堤防（駐⾞スペース）
３）お松⼤権現・加茂⾕中学校

②昼⾷は加茂⾕周辺を予定
③午後：那賀川堤防を下流に向かって移動しながら歴史施設等紹介

コースは南岸堰（農政局に説明）、（以下は移動しながらバス内で説明）北岸
堰、野上神社、ガマン堰、那賀川端、富岡⽔⾨（施設内⾒学予定）
④⾠⺒倉庫前で、排⽔ポンプ⾞、照明⾞体験：代表者）
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ゆきかう那賀川推進会議の令和５年度以降の取組（案）
②四季折々の那賀川上流域の美しい写真で⼭の⾵景をＰＲ
○那賀川上流域はほとんどが⼭地であり、森林地帯であることから、四季折々に美

しい表情をみせる那賀川上流域の⾵景により、森林等の⼤切さを多くの⽅に理解
してもらうこと⽬的にその⾵景写真の展⽰会を開催する
（国⼟交通省､徳島県､徳島県南部総合県⺠局､徳島県企業局､阿南市､平井委員）

・ゆきかう那賀川推進会議として、⾵景写真が設置可能な施設として、阿南市役所、
南部総合県⺠局（美波庁舎、阿南庁舎）、フジグラン阿南、那賀川図書館、阿南ひ
まわり会館、川⼝ダムミュージアム、ビーバー館などがあり、そこで上流域の写真
展を開催し、上流域の良さを広報する

◆令和５年度

・写真展をいろいろな施設で実施展開していく

◆令和６年度

今年度は、阿南市役所、
那賀川図書館など可能
な公共施設で開催予定 平井さんの写真平井さんの写真
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③河⼝・那賀川中流（和⾷）へのモニュメント設置することを視野にいれて検討す
る（国⼟交通省、阿南市、那賀町、湯城委員）
○那賀川の源流、那賀川の真ん中（⻑安⼝ダム）の設置しているモニュメントに

加え、那賀川の河⼝部、中流部（和⾷等）にモニュメントの設置を検討する
○まず、那賀川河⼝は国の改修開始１００周年（２０２９年：令和１１年）記念

にあわせ、設置を検討する

モニュメントと那賀川源流碑 ダム右岸展望所モニュメント

○モニュメントについては、デザイン等を公募し、ゆきかう那賀川推進会議で決
める⽅式など、進め⽅の⽅針について検討する

◆令和５年度

・具体的な進め⽅の検討する
◆令和６年度

ゆきかう那賀川推進会議の令和５年度以降の取組（案）

左岸モニュメント（案）
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④サイクリングコースの設定（検討）

⾃転⾞王国とくしま サイクリングコース整備について

なか四季美湖周辺サイクリングコース（案）

①坂州⽊頭川コース
②那賀川コース
③貯⽔池から⼤⼾⼭林周回コース

・サイクリングコースのＰＲ（各機関のＨＰ）

◆令和６年度

徳島県では、いつでも、誰もが、徳島の豊かな⾃
然の中をサイクリングできる環境を整え、「⾃転
⾞王国とくしま」の魅⼒を県内外に発信すること
により、スポーツ参加を促し、県⺠の健康増進、
観光振興、環境問題、交通マナーなどに関する意
識の⾼揚と啓発を促進することをねらいとし、県
内各地に初級者から上級者までが楽しめるサイク
リングコースを２６コース整備している。

・なか四季美湖の周辺にサイクルングコースの設
定を検討

・コース設定は３コース想定。坂州⽊頭川コース、
那賀川コース、貯⽔池から⼭林周回

・徳島県のサイクリングコースへの追加を⽬指す。

◆令和５年度

ゆきかう那賀川推進会議の令和５年度以降の取組（案）

（参考）徳島県ホームページより

3‐6 この地図は、国⼟地理院の承認を得て、複製したものである。（承認番号 平２９情複、第１５４８号）



⑤阿南市の⼩学校の那賀川上流域への遠⾜・交流会の促進
○阿南市の⼩学校に⻑安⼝ダムをはじめ上流のダム群（川⼝ダム、⼩⾒野々ダム）

に遠⾜で来てもらうようＰＲする
（国⼟交通省、阿南市）

阿南市の⼩学校へ那賀川上流域（上流ダム群）への遠⾜をＰＲする
◆令和５年度

阿南市の⼩学校と那賀町の⼩学校で両校が交流する「川あそび」のような取組の検討
◆令和６年度以降

⻑安⼝ダム 川⼝ダム ⼩⾒野々ダム

ゆきかう那賀川推進会議の令和５年度以降の取組（案）
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⑥那賀川をＰＲするためのキャッチコピーや那賀川カルタ検討

(参考）徳島橋カルタ
阿南⼯業⾼等専⾨学校

ホームページより

・那賀川を⼀般に⼈に広くＰＲしていくために、那賀川独特のものが必要という
中で、那賀川の「キャッチコピー（もしくはキャッチフレーズ）」や那賀川カル
タなど那賀川を⽬⽴たせるものを検討していくことする
・那賀川のキャッチコピーは、那賀川改修百年事業にあわせ公表を⽬指す。⽅法
については、⼀般公募等を検討していくなど、⽅針案の検討。
・那賀川カルタについては、那賀川アフターフォーラムとも連携して取組む予定

◆令和５年度

・具体的な取組案の検討

◆令和６年度

ゆきかう那賀川推進会議の令和５年度以降の取組（案）
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◆令和５年度中に対応
国⼟交通省の取組

・展望所川側の拡幅 ・ダムカード枠の看板設置
（新ゲートがよく⾒えるようにする）
→今年度中に設計し、施⼯予定

①⻑安⼝ダム右岸展望所の拡幅、ダムカード枠看板の設置

ダム右岸展望所拡幅イメージ

②⻑安⼝ダムのライトアップ
・ダム直下からダム本体・ゲートをライト

アップする
→今年度中に設計し、設置する予定

ダムライトアップ 右岸展望所へのLEDによる誘導

イメージ写真イメージ写真

ダムカード看板の設置イメージ
・モニュメントと⼀緒

に写真撮影（例）
（Ｖ字で太陽の⾕表現）

ゆきかう那賀川推進会議の令和５年度以降の取組（案）

⼩渋ダム浅瀬⽯川ダム
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③なか四季美湖の地点登録
○Ｇｏｏｇｌｅ

→ 登録済み
○ゼンリン

→ 今年度中に基礎データ版に
登録予定

○国⼟地理院
→ ⼿続中

④ダム看板になか四季美湖を追記
・ダム管理所前の看板について対応済み

Google map登録状況（パソコン画⾯）

◆令和５年度中に対応
国⼟交通省の取組

ゆきかう那賀川推進会議の令和５年度以降の取組（案）
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⑤なか四季美湖カードの作成
・春、夏、秋、冬版を時期毎にカードを作成し、ダムカード同様に配布していく
・第１号は新緑をバックにカードを作る（将来的には１２カ⽉版を作成する）

・ＨＰになか四季美湖ページをアップし、
⾵景写真を⼊れていく

⑥事業概要（ＦＬＯＷ）になか四季美湖を記載

事業概要
（FLOW2023)より

なか四季美湖カード（イメージ）

⑦事務所ＨＰでなか四季美湖をＰＲ

◆令和５年度中に対応
国⼟交通省の取組

ゆきかう那賀川推進会議の令和５年度以降の取組（案）
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⑧魅⼒ある⾵景としてなか四季美湖を活⽤したイベントの検討（案）
・令和5年度は、⻑安⼝ダムの周辺整備を実施。今後その施設等を利⽤しイベント

を検討する。

◆令和５年度中に対応検討
国⼟交通省の取組

貯⽔池でSUP
（那賀町より提供）

貯⽔位池でカヌー
（那賀町より提供）

貯⽔池周辺サイクリング

貯⽔池でドローン

ゆきかう那賀川推進会議の令和５年度以降の取組（案）
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（情報提供）⽔源地に⾏ってみよう！『＃⽔源地に⾏ってみた』キャンペーン
記者発表案
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（情報提供）那賀町フォトコンテスト
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